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第１章 

 

１．１ はじめに 

 標準化動向調査部会（標準化一般ＷＧ）は、昨年度の標準化動向調査研究部会の活動

内容をベースに、より 標準化の詳細について調査・研究することを目的に活動を開始した。

当ＷＧが実質的に作業を開始したのは平成６年９月であり、活動期間は半年と限られていた 

ため、昨年度のように広範囲にわたって標準化動向の調査・研究を行わずに対象領域を限

定して行うこととした。 

 標準化推進委員会配下の他のＷＧは、昨年度の標準化動向調査研究部会のフレームワ

ークに従えば、ユー ザーインタフェース及び方法論に関するテーマであったので、当ＷＧ

は、ＡＰＩに関することをテーマに調査研究を行うこととした。ちょうど平成６年秋に X/Open

から統一UNIX仕様に関しての発表があり、当ＷＧとしては、この標準とX/Openに調査対象

を絞り活動を行うことにした。 

 

１．２ 研究活動の経緯 

 現在、ＪＵＡＳは X/Open のユーザーカウンシルのメンバーであるが、一般企業における

X/Open に関する理解及び関心は非常に低いと言わざるを得ない。当研究部会は、まず

X/Open という組織を正しく理解することから活動を始めた。当初は、X /Open に関する資料

をもとに作業を開始したが、途中から X/Open の牧野所長及び藤井所長にもＷＧに参画い

ただき、X/Open の活動状況について 理解を深めることができた。当報告書の第２章に、

X/Open の組織、及びユーザーニーズの反映の方法について調査した内容をまとめた。次

に統一 UNIX 仕様であるが、この内容については X/Open によるセミナー等を中心に、特に

ユーザーにとって標準化のメリットについて検討を行い、その結果を第３章に まとめた。統

一 UNIX 仕様というテーマを中心に標準化動向とユーザーのニーズとのギャップを考えるこ

とにより、標準化問題を読者がより身近な問題と感じ られるようになれば幸いである。 
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第２章 X/Open 

 

２．１ X/Open 

 X/Open は、1984 年にオープンシステムの標準化を目指す団体として、ヨーロッパのコンピ

ュータ ベンダー５社によって設立された。当初、ヨーロッパにおける市場確保を目的とした

企業連合であったが、86 年にアメリカのコンピュータベンダーが参加した ことで世界的に注

目されるようになった。これを受け 87 年には、より公正でオープンな組織を目指して株式会

社化が行われた。 

  以降、徐々に株主及び会員として、日本をはじめ世界各国の代表的なシステムベンダー

が参加する国際的な組織となった。 

  また、同年に諮問機関として独立ソフトウエアベンダーカウンシル（ＩＳＶ）とユーザーアドバ

イザリカウンシルが創設され、オープンシステムでの標準化に向けたユーザーやソフトウエア

ベンダーから、より幅広く意見を取り入れる体制も整備された。 

  その後、 

・ 89 年に市場の要求事項を調査・検討する Xtra（エクストラ）プロセスの開始。 

・ 90 年に既存のＩＳＶとユーザーのアドバイザリカウンシルを発展的に解消し、アソシエートメ

ンバー制度のもとでＩＳＶカウンシル、ユーザーカウンシル、システムベンダーカウンシルを設

立。 

・ 91 年にユーザーカウンシルの役割強化のため議長が役員会のメンバーとなる。 

・ 92 年 Xtra プロセス全体の運営をユーザーカウンシルへ委譲。 

・ 93 年にテクニカルメンバーシップ、リクワイアメントメンバーシップを創設。 

  （詳細は付録①「X/Open の沿革」参照） 

 さらには、多様で拡大したオープンシステムの潮流に対応するため、すべての仕様を単独

で開発するという 状況から脱皮し、「オープンシステム標準のインテグレータ」という新たな

役割を担うため、ＯＭＧ、ＳＱＬや日本の Σ プロジェクト、その他の個別グループと の協力

関係を結ぶなど、X/Open は設立してから今日まで、活動の基本を常に現実に立脚すること

に置き、いかに客観的で公正な立場でユーザーやベンダー の考え方を仕様に反映させる

かに最も力を注いで、さまざまな施策を実施してきている。 

 別な言い方をすれば、X/Open はユーザーの利益確保を究極の目的とした中立・非営利

の団体であり、ユーザーニーズの上に存在しているとも言える。 

 

２．２ X/Open の組織 



 

 

 3  

 

 X/Open は会員制度で運営されており、株主会員には世界の主要なメーカーが参加して

いる。また、X /Open にはユーザー、独立ソフトウエアベンダー（ＩＳＶ）、システムベンダーの

３カウンシル（準会員組織）がある。これらの組織は、世界中のすべての ユーザーやベンダ

ーに開放され、各企業が最も好ましい形で参加できる組織となっている。以下にその概要を

示す。 

（１）カウンシル・メンバーシップ 

  構    成 ： 付録－②「X/Open カウンシル・メンバーシップ構成図」参照 

  加盟団体 ： 付録－③「X/Open 加盟団体」参照 

（２）ユーザーカウンシル 

  X/Open は、オープンシステムは単にメーカーの都合というよりは、むしろユ－ザーが最大

のメリットを享受すべきで、メーカーはユーザーの要求事項を十 分に反映した製品を提供

し続けなければオープンシステムの発展はあり得ない、との基本的な考え方に基づき設立し

たのがユーザーカウンシルである。 

 このユーザーカウンシルに、 

 ・ オープンシステム化によって情報システムの運用効果を上げたい 

 ・ 情報処理ニーズをマルチベンダー化で対応したい 

 ・ オープンシステムという思想に共鳴し、その普及に貢献したい 

 ・ X/Open の使命実現に貢献する能力と意欲を発揮したい、等々 

を考えている企業が参加することにより、 

  ・ カウンシルのミーティングに参加し、他のユーザーやメーカーと有益な情報交換ができ

る 

  ・ Xtra プロセス（後記）の運営全般や、ＲＴＧ(Riquirement Topic Group) に参画することで、

標準策定のためのユーザー要求を出すことができる 

  ・ スペシフィケーション・メンバーシップとなる資格が得られる 

  ・ X/Open の出版物を無料または割引価格で入手できる 

などのメリットを得ることができる。 

（３）テクニカル・メンバーシップ 

 テクニカル・メンバーシップは、オープンシステムに関わりを持つすべての人々に標準化活

動への直接参加の道を開くもので、標準仕様を開発するグループと検証テストを開発するグ

ループの活動に参加できる。 
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１）仕様開発グループ 

 仕様開発グループは、Xtra 市場調査やユーザー要件検討グループ（ＲＴＧ）の活動で明ら

かになったユーザー要件をもとに技術活動計画を立て、分野ごとのワーキンググループに

分かれて標準仕様策定の活動を行う。 

 現在ワーキンググループには以下のものがあり、それぞれ応分な費用を別に負担すること

により参加できる。 

  ・ベース環境             ・ＣＯＢＯＬ             ・セキュリティ             ・分散コンピューティ

ングサービス 

  ・分散システム管理             ・トランザクション処理（ＯＬＴＰ）             ・インターワーキ

ング（ネットワーキング）   

 最近の市場調査などの情報を基に追加されたワーキンググループ。 

  ・デスクトップ＋             ・ＳＱＬアクセス 

 また「バイアウト（一括購入）」によってデスクトップ＋、ＳＱＬアクセスを除くすべての仕様策

定ワーキンググループに割安で参加できる他、技術活動についての戦略立案を担当するテ

クニカル・マネジャーズ・コミッティーへの参加権を得ることも可能である。 

２）検証テスト開発グループ 

 標準仕様への準拠性を確認する検証テストは、以下のワーキンググループで開発されて

いる。当メンバーは、選択的に検証テストのレビューへの参加とテストへの早期アクセスがで

きる 

  ・テスト戦略       ・ベーステスト開発       ・ＸＴＩテスト開発       ・ＳＱＬテスト開

発       ・ソケットテスト開発       ・ＣＤＥテスト開発 

  また「バイアウト」することで、すべてのテスト開発ワーキンググループに参加し、テストへの

早期アクセス、及び正式版テストの入手とサポートを受けることができる。 

 

２．３ X/Open の活動 

 X/Open は、実用的なオープンシステムの実現によりユーザーにとってのコンピューティン

グの価値を増大させることを使命として、オープンシステムの標準仕様を定義し、オープンシ

ステム化を促進するため、以下の主要な活動を行っている。 
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（１）ユーザー要件抽出プロセス（ＯＳＲＰ ： Open System Requirements Process) 

  X/Open は、オープンシステムに対する最新のユーザー要件を把握するため、ユーザー

要件抽出プロセスを実施している。このプロセスでは、ユーザーの関 心が特に高い技術分

野ごとにＲＴＧという分科会を結成し、ユーザー要件の定義や分析を行っている。さらに、世

界の有力ユーザーグループの協力のもとに 「Xtra 調査」（X/Open の市場調査）を実施し、

オープンシステムに対するユーザーの認識・意見や情報システムの調達計画を調査してい

る。この調査 結果は Xtra 国際会議で公表される。 

 X/Open の標準仕様策定の活動は、このユーザー要件抽出プロセスで明らかになったユ

ーザー要件に基づいて進められる。 

  ＊Xtra プロセス ： ２．４項で記述 

（２）ＸＰＧの開発・普及促進 

 X/Open が開発しているのはシステムやプログラムではなく移植性(Portability) 、相互運用

性(Interoperability)、スケーラビィリティ(Scalability) というユーザー要件を満たす実用的な

オープンシステムの標準仕様で、ＡＰＩ（アプリケーション・プログラミング・インタフェース) 、

通信プロトコル、ユーザーインタフェースなどが含まれている。これらの仕様の総称が「ＸＰＧ

（X/Open Portability GUIDE）」であり、これまでに第４版（ＸＰＧ４）まで出版されている。 

（３）検証テストとブランド認証 

 X/Open では、製品がＸＰＧに完全に準拠しているか否か識別するため検証テストプログラ

ムを開発し ユーザーに提供し、同時に厳密な検証テストを行っている。この検証テストをパ

スした上で、将来にわたって準拠すると契約した製品対し初めて X/Open ブ ランドを認証し

ている。 

 この準拠を保証する厳格なメカニズムがX/Openブランドの高い信頼性の基盤となり、現在

多くの政府機関や大手ユーザー企業が、製品調達の前提条件にX/Openブランド認証を採

用している。 

 X/Open ブランド製品 ： 付録④参照 

 ＣＡＥ／ＸＰＧコミットメント ： 付録⑤参照 

  （ＣＡＥ ： Common Application Envioronment) 

（４）X/Open の活動の流れ（図２－３－１） 
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図２－３－１ 

 

 

２．４ ユーザー要件抽出プロセス 

 X/Open は、オープンシステム実現に向けすべてのユーザーが参加できる。 

・ ＲＴＧという分科会 

・ Xtra 調査という市場調査 

を中心とするユーザー要件抽出プロ 

（１）ＲＴＧ分科会 

 この分科会は、ＯＳＲＢ（Open System Requirements Board) がユーザーやサプライヤーに

対する調査、ユーザー及びＩＳＶカウンシルなどからの情報を基に、関心の高い技術分野ご

とにＲＴＧとして設置される。 

  具体的な活動としては、多方面からの要求に対する 

 ・ 要求内容の詳細 

 ・ 他のＲＴＧとの関連性 

 ・ 要求のビジネスバックグラウンド 

 ・ 要求実現のための優先順位 
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など要件の分析や定義を行い、最終的に「要求事項書」としてまとめ、ＯＳＲＢへ提出する。 

 ＯＳＲＢは、ＴＭ（テクニカルマネージャー）、ＭＭ（マーケットマネージャー）と共にこの要求

事項書の内容をチェックした上で、最も適当な仕様策定グループに割当て、標準仕様書と

して開発を行う。 

（２）Xtra プロセス 

  X/Open の仕様「ＸＰＧ」はオープンシステムに対する市場要求を満たすことを最優先課題

として開発されている。このため X/Open では 1989 年以来、Xtra と呼ばれる市場調査及び

国際会議を毎年世界的な規模で実施し、市場要求の把握を行っている。 

 この市場要求事項は、上記ＲＴＧによって分析・評価され、取り組むべき課題に優先順位

を付けた上、「オープンシステムへの指針」として公表（出版）し、 同時にＲＴＧで要求の定

義、標準仕様策定の方向付けが行われ、最終的にＯＳＲＢで決定された要求内容について、

仕様策定グループで標準仕様として開発され る。 

（３）ユーザー要件抽出プロセスの流れ （図２－４－１） 
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図２－４－１ 

 

 

２．５ 仕様の公開性 

 技術仕様書は、その目的や完成度によって次のカテゴリ－に分類し、仕様化の最終段階

でもできるだけユーザーやベンダーの意見や要望に応えることを、制度として確立させてい

る。 

 ・ ＣＡＥ仕様     ： X/Open のブランド認証の対象となる正式仕様 

 ・ プレミナリ仕様  ： 正式仕様であるＣＡＥ仕様になる前に変更される場合がある 

 ・ スナップショット ： フィードバックを集めるために発行される「ドラフト」仕様 

 ・ ガイド       ： オープンシステムの評価、調達、開発、管理等に役立つ情報 
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第３章 統一 UNIX 仕様のユーザーのメリットについて 

 

３．１ 統一 UNIX 仕様 

（１）統一 UNIX 仕様の概要 

  UNIX プラットフォームの共通ＡＰＩ仕様。1993 年９月に共通ＡＰＩ仕様の策定が発表され世

界の主要コンピュータメーカーやソフト会社、業界団体など 75 社・組織が支援した。初期に

は合計1170個の関数、コマンド、ユーティリティなどのＡＰＩで構成するため、この名が付いた

（結果としては 1170 個 以上のＡＰＩからなる）。 

 従来 UNIX カーネルの標準的なＡＰＩとしては X/Open のＸＰＧ、ノベルが買収した米 UNIX

システムラボラトリーズ（ＵＳＬ）のＳＶＩＤ（System V 定義書）、ＯＳＦ（オープン・ソフトウエア・フ

ァウンデーション）のＡＥＳ（アプリケーション環境仕様）などがあった。しかしアプリケーション

の移植性を保証するにはカバー範囲が十分でなかった。 

 統一 UNIX 仕様はＸＰＧ４を基に作成したＳＶＩＤとＡＥＳの内容、さらに主要 UNIX ベンダー

やアプリケーション・ベンダーが使用している独自ＡＰＩを追加した。 

 ＵＩ／ＯＳＦ／ＣＯＳＥメンバーが共同で暫定仕様を作成し、業界全体でレビューした後、

X/Open が最終仕様を審査、統一 UNIX 仕様と認定して仕様書を発行した。 

 X/Open は各社の UNIX 製品が統一 UNIX 仕様に準拠しているか検証し、準拠製品に「Ｘ

ＰＧ４ UNIX」の商標をライセンスする。 

（２）ＡＰＩ仕様統一化の流れ 

  ・1993. 9      75 社がＡＰＩ仕様統一化に合意したことを発表 

           ＵＩ／ＯＳＦメンバー企業によるレビューを実施 

 ・1994. 2    共通ＡＰＩドラフト仕様が X/Open に提出される。 

 ・1994. 4   ファースト・トラック・プロセスによるＸＰＧ仕様への統合化開始 

 ・1994.10～ 「統一 UNIX 仕様の完成」の有償提供・出版 

          X/Openは各社のUNIX製品が仕様に準拠していることを検証するためのツ

ールを開発し、95 年春に開発を完了した。 

         X/Open 提供のテストスウィートにはＶＳＸ４、ＶＳＣ４、ＶＳＵ４、ＶＳＴ４がある。 

         X/Open は暫定措置として製品化が次の条件を満たせば UNIX 商標を使うこ

とを認める。 
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         ①ＸＰＧ４または同３に準拠する 

         ②ＳＶＩＤ３または同２に準拠する 

         ③ＵＳＬからライセンスを受けたソース・コードを使用している 

         ④検証ツールが利用可能になってからすみやかに統一UNIXに準拠させるこ

とを公約する 

         以上の４つである。 

（３）ＣＡＥと統一 UNIX 仕様 （） 

 

 
図３－１－１ 

 

（４）“統一 UNIX 仕様”の構成 

 1170 個の共通インタフェースを規定。 

    ・ システムＡＰＩ ： 926 個 

    ・ 端末機能とＩ／Ｏ機能 

  ・ ファイル・システムとメモリー機能 

  ・ 数値演算機能 

  ・ ＴＣＰ／ＩＰと Socket 

  ・ Signal 等 

  ・ ヘッダー・ファイル ： 70 個 

  ・ コマンド ： 174 個 

（５）標準化作業 
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１）標準化の草案 

 

２）対象アプリケーション 

AUTOCAD ADA CAEDS IJG- JPEG PROCASE 

CADENCE ADARTE CATIA INTERLEAF RMCOBOL 

FRAME ADEPT CENTERLINE INFO SABER 

INFOMIX AIC CMPVIS NETWARE SEIWORKS 

ISLANDGRAPHICS ALERTMGR CMVC OPENMAIL SOFTBENCH 

LOTUS APL2 ENSEMBLE OPENVIEW UNIPLEX 

SAS ASTERIX FILTRIX OPENWORKS VISIX 

SYBASE AUTOPLAN GRAPHICS PATRAN.3 VISUALIZER 

TEAMWORK BRIK ICRAFT PCI VLOGIC 

WORDPERFECT CADAM IDE PCSIM WINGZ 

（６）仕様のカバーしている範囲 

 代表的なアプリケーションにおける統一 UNIX 仕様のカバーしている範囲を、図３－１－３

に示す。 
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図３－１－３ 

 

 この図から、統一 UNIX 仕様によってアプリケーションのほとんどのＡＰＩをカバーしているこ

とがわかる。 

 

３．２ 統一 UNIX 仕様の機能とその方向性 

 ここでは、統一 UNIX 仕様の機能について、特にＡＰＩを中心に検討する。 

（１）機能体系 

 統一 UNIX 仕様はＸＰＧ４のシステムコール、ライブラリ及びコマンドのスーパーセットであり、

いくつかの拡張を加えたものとなっている。厳密にいうとＸＰＧ４のシステムコール、ライブラリ

及びコマンドは Issue 4 Version 1 であり、統一 UNIX 仕様は Issue 4 Version 2 である。 

 また、統一 UNIX 仕様に追加・拡張を加えたものも統一 UNIX 仕様準拠であると認められる。 

 統一 UNIX 仕様のＡＰＩは、BASE と呼ばれるインタフェースに以下の機能を追加したものと

なっている。 

・ POSIX2 C-Language Binding 

・ Shared Memory 
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・ Enhanced Internationalisation 

・ X/Open UNIX Extension 

 また、現時点ではオプショナルとなっている機能として、以下のものがある。 

・ Encryption 

 ここで注意が必要なのは、統一 UNIX 仕様で規定しているのはあくまでもシステムコールと

コマンドであり、他のＣＡＥコンポーネントであるコンパイラやユーザーインタフェース（Ｘウィン

ドウなど）、ＲＰＣ等は含んでいない点である。 

（２）機能面の特徴 

１）重要な考慮点 

 BASE に属する機能のうち以下の機能は比較的新しいため、取り扱いに注意が必要であ

る。 

・ Standard I/O Streams 

  下記の STREAMS と従来のファイルディスクリプタを統合的に扱えるよう、拡張がなされて

いる。その結果、fork した場合にそれが STREAMS かどうかによって処理が異なるなどの留

意点がある。 

・ STREAMS 

  STREAMS は２プロセス間のメッセージベースの双方向通信の仕組みである。また、メッセ

ージにプライオリティをつけることが可能であり、その場合にはキューの中でメッセージの並

べ替えがなされる。 

これにより、pipe より効率的な通信が可能である。 

・ Interprocess Communication（ＩＰＣ） 

  ＩＰＣはメッセージパッシング、セマフォ、シェアードメモリの３機能からなる。これらは従来よ

りあった機能だが、これらのリソースに対するアクセス権の制御の仕組みが従来とは異なっ

ている。 

２）最新版の拡張ポイント 

 最新版（Issue 4 Version 2)をその前の版（Issue 4)と比較すると、表３－２－１のような拡張が

なされている。 
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表３－２－１ 

 
 

 また、今後削除される予定の機能は表３－２－２のとおり。 
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表３－２－２ 

 

 

（３）今後の方向性 

１）ＡＰＩ仕様の変化 

 統一 UNIX 仕様の成立した経緯を考えると、大多数のＡＰＩについてはすでに“枯れた”仕

様であることが容易に予想できる。 

 しかし、これまでは１つのＡＰＩについて（ベンダーごとに異なる）複数の仕様が存在したた

め、その統一にむしろ苦労があったものと考えられる。 

 実際、今後削除される予定のＡＰＩは、それと同等の機能が類似の名前で新設されており、

これなどもどちらを標準とするかについて時流が変わった結果といえるであろう。 

 今後の方向性として、より一般化した（市場に受け入れられた）ＡＰＩ仕様を標準とするため

に、ＡＰＩの差し替えがしばらくは続くものと思われる。 

 この流れは、各ベンダーが統一 UNIX 仕様を採用してサードパーティアプリケーションがそ

れに対応するまでは変わらないものと思われる。 

２）新しい機能 

 SHARED MEMORY や STREAMS など UNIX システムの世界では比較的新しい（といって

も数年の歴史があるが）機能について、最近の版で仕様が決められたのは興味深いことで

ある。 

 これらの機能については、個々のベンダーごとに仕様が異なっていたため、その統一に時

間がかかったものと思われる。 

 また歴史のあるアプリケーションが、その中心的な部分のアーキテクチャを変更することは

まれであるといえる。統一UNIX仕様の決定の経緯を考えると、 各アプリケーションがカーネ

ルに近いそれらの新機能ＡＰＩを利用し始めるまでのタイムラグが、関係している可能性もあ

る。 

 そのような視点から見ると、今後拡張されるであろう機能としては、マルチスレッドやマルチ

プロセッサ対応機能などが考えられる。 
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 同様に、より高機能なメッセージハンドリング機能も（ＩＰＣの延長として）今後のクライアント

／サーバーアプリケーションが利用するであろうことから、取り込まれる可能性がある。 

３）その他の方向性 

 最新版の拡張ポイント（表３－２－１）をよく見るとわかるように、ごく最近の拡張でも基本的

な関数（strdup や sbrk など）が追加されており、まだ汎用のＡＰＩセットとして十分に成熟して

いない印象を与えることは否めない。 

 これらに関しては、利用頻度はそれほど高くないものの機能の対称性という視点からは必

要と判断できる。 

 ただし、機能の対称性を意識しすぎると使われない機能が増えてしまうこともあるので、そ

の判断が重要となる。 

 統一 UNIX 仕様の選定経緯からすると、今後このような判断をどのような基準で行うか（また

は全く行わないか）について、X/Open 内で意見が分かれることが考えられる。 

 

３．３ ユーザーから見た統一 UNIX 仕様 

 ユーザーからみた場合、統一 UNIX 仕様のメリットの最も大きなものは“真のオープン環境

をアプリケー ション主導で（つまりユーザー主導で）実現する”ことである。 これまでも様々

な UNIX システムの標準仕様があったが、それらはベンダーサイドの都合に よって決められ

たものや、狭い範囲の標準でしかなかった。 

 X/Open が UNIX の商標を持ち統一 UNIX 仕様準拠を検証することで、各ベンダーが歓迎

するような“強い標準”を維持することが初めて可能になったといえる。 

 具体的なユーザーメリットには、以下のようなものがある。 

 ・ アプリケーションの移植性 

 ・ 相互運用性 

 ・ プログラムやデータへの投資の保護 

 ・ ユーザー教育への投資の保護 

 ・ 開発の継続性 

 ・ 安定性 

 ・ 自由なメーカーの選択 

 ・ 競争による低価格化 

 ただし、これらのメリットの多くをユーザーが享受するには、プラットフォームベンダーが統

一 UNIX 仕様準拠の環境を一通り出した上で、サードパーティ製のミドルソフトやアプリケー

ションがその環境に乗せられるまでの時間が必要となる。 



 

 

 17  

 

 

３．４ 統一ＵＮＩＸ仕様の採用状況について 

  1995 年３月１日に、X/Open は、UNIX ブランド認証、UNIX 商標のライセンスを開始した。

その２週間後の３月 14 日に情報システムベンダー 10 社が X/Open の UNIX ブランドを取得

した。その９社は、アムダール、ＡＴ＆Ｔ ＧＩＳ、ブル、ＤＥＣ、ＨＰ、ＩＢＭ、ノベル、ＳＣＯ、シー

メンス ニクスドルフ、サン マイクロシステムズであり、X/Open と商標ライセンス契約を締結し

た。また、日本のコンピュータベンダーである日立、富士通、日本電気の各社も X /Open の

UNIX ブランドを取得する意向を表明し、各社とも早期に統一 UNIX 仕様に準拠した製品を

出荷することを表明している。統一 UNIX 仕様準 拠の製品の出荷予定は、まだ正式な発表

はないが、1995 年の後半から 1996 年の前半になると思われる。 

  1995 年３月 14 日に共通デスクトップ環境（ＣＤＥ）が、米国の UNIX ベンダー６社（ＨＰ、サ

ン、ＩＢＭ、ＤＥＣ、トライ ティール、ノベル）より発表された。この標準は、UNIX システムのＧ

ＵＩの外観と操作性（Look & Feel）を共通化するものである。この標準の作成は 1993 年３月

から始まり２年後にようやく製品が発表されたことになる。このＣＤＥは、X/Open の標準とし

て認められ、また X/Open は、ＣＤＥブランドをブランド認証プログラムに追加することを発表

している。 

  統一 UNIX 仕様は、非常にオペレーティングシステムの基本機能に近い部分の標準化 

であり、ＣＤＥのようなＧＵＩやＯＬＴＰ、ＤＣＥ（Distributed Computing Environment)等のミド

ルウエア部分は含まれていない。これらのＣＡＥコンポーネントの標準化には、まだかなりの

時間がかかると思われる。 

  一般の企業ユーザーが、UNIX システム上でビジネス分野向けのアプリケーションを開発

する場合、統一 UNIX 仕様が大きなメリットをもたらすわけではな い。なぜならば、アプリケ

ーション開発に必要なデータベースのＡＰＩやＴＰモニターのＡＰＩは含まれていないし、Ｃ言

語レベルであればＡＮＳＩのレベルで 十分である。 

  統一 UNIX 仕様のユーザーにとっての真のメリットは、各種の UNIX システム上のアプリケ

ーションパッケージソフトが統一 UNIX 仕様準拠になり、どの UNIX システムへもアプリケー

ションパッケージが簡単にポーティングできるようになったときに初めて実現されると思われ

る。その時期ができるだけ早くな るようにユーザーも積極的にこの標準化を支援する必要が

ある。 
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〔付録〕 

 

〔付録１〕 X/Open の沿革＋続き 
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〔付録２〕 X/Open カウンシル・メンバーシップ 
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〔付録３〕 X/Open 加盟団体＋続き 
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〔付録４〕 XPG3 ブランド取得ベンダー 
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〔付録５〕 CAE／XPG コミットメント 
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〔付録６〕 Ｘｔｒａ ’94 ユーザー調査の回答状況の抜粋    ▽ Ｘｔｒａ ’94 ユーザー調査／地域別回答

状況  
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▽重要ｼｽﾃﾑ技術トップ 10 ／ 97 年までに使い始めるシステム技術 

 

  



 

 

 27  

 

〔付録７〕 ＵＮＩＸシステムの系譜 

 1969 年、米国ＡＴ＆Ｔ社（米国電話電信）のベル研究所で開発されたＵＮＩＸシステムは、

その使いやすさと無料でリリースされたことから急激な広がりをみせた。 またＡＴ＆Ｔ社の他

にも、カリフォルニア大学バークレー校でＵＮＩＸシステムは非常に大きな発展を遂げる。 

 ＡＴ＆Ｔ社のＵＮＩＸシステムを『System V』と呼ぶのに対し、この大学で発展したＵＮＩＸシス

テムを『ＢＳＤ（Berkeley Software Distribution』と呼び、この２つがＵＮＩＸシステムのその後の

系譜を形成する。 

 ＵＮＩＸシステムは業界標準であると思われがちだが、実際は複雑で違った版が存在する

のに加え、各メー カー独自のＵＮＩＸが存在している。これはユーザーにとって、アプリケー

ションの移植に極めて都合が悪く、このような状況を解決するため、1984 年米国 ＩＥＥＥ（米

国電気電子学会）とＡＮＳＩ（米国規格協会）はＰＯＳＩＸ（Portable Operating System for 

Computer Environment) と呼ぶ標準を制定した。公的組織以外でも、1985 年、欧州を中心

とする X/Open がＣＡＥ（Common ApplicationEnvironment)を提唱し、インタフェース仕様とし

て『ＸＰＧ（X/Open PortabilityGuide)』というガイドを提示した。 

 業界側でも 1987 年にＡＴ＆Ｔとサンマイクロシステムズが『System V』と『ＢＳＤ』統合のＵＮＩ

Ｘの開発に着手し、これに反発したＩＢＭ、ＤＥＣなどが 1988 年にＯＳＦ（Open Software 

Foundation) を結成し、互いに主導権争いを演じた。 

  この争いは、米国ノベル社がＡＴ＆ＴからＵＮＩＸの開発元であるＵＳＬ（UNIXSystem 

Laboratories)を買収したことで終焉し、次いでＵＮＩＸの商標がノベル社から X/Open に委嘱

された。今後は X/Open が規定する ＵＮＩＸの共通ＯＳインタフェース仕様に合った製品の

みがＵＮＩＸと呼べることになり、ユーザーにとっては極めて好ましい方向であると言える。 
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UNIX システムの歴史概略 
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